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女子プロテニス選手のWTA ツアー参戦における戦略の検討
～ランキングと選手年齢の関係性についての分析～

坂井　利彰 * 

A Study of WTA Tour Strategy among Women’s Professional Tennis Players.

Toshiaki Sakai1）

	 The aim of this study is to establish a correlation between age and ranking among women’s professional tennis players 

on WTA tour in order to formulate a reinforcement strategy for women’s tennis in Japan.

	 Three types of analysis were carried out in this study. First, a comparison between male and female players was 

performed in terms of their respective ages when first ranked in the top 100. Second, a “transition of ranking” table was 

compiled for the women’s WTA tour to dissect the process of ranking improvement. This indicated which ranking must 

be achieved at each age if a player is to reach her target ranking. Finally, the relationship between debut age and highest 

ranking in WTA was also explored.

	 The first analysis found that female players are about three years younger than their male counterparts when first 

ranked in the top 100. Furthermore, the table for “ranking transition” showed an absolute connection between age and 

systematic ranking improvement; in particular, if a player is to reach top 30, she must make her debut on the WTA tour 

no later than junior high school. The result of the third analysis also demonstrated a strong correlation between debut age 

and highest ranking on WTA tour, giving ground to the lowering average age of women’s tennis players. Despite having 

a strong representation on WTA tour, Japanese players could be prevented from further advancement in ranking by their 

relatively late debut, as their average debut age is among the oldest while best ranking is among the lowest. Hence, in 

order for women’s professional tennis players in Japan to improve on their rankings, it is essential that they debut on 

WTA tour at the same time as domestic student competitions.

キーワード：テニス、トップスポーツマネジメント、選手育成、ランキング，年齢
Key words：Tennis, Top sports management, Player Development, Ranking, Age

を向上させることが不可欠であることを明らかにしてき

た（坂井，2009; 坂井，2014）。本研究では，対象を女

子選手にうつし，女子 WTA ツアーにおけるランキング

と年齢の関係を明らかにすることで，日本の女子テニス

界の強化策を検討することが目的である。

　これまでテニスにおいて試合の勝敗に影響を及ぼす

要因に関する研究は，重要なカウント（O’ Donoghue，

2001; 高橋，2006）プレー内容（Scully and O’ Donoghue，

1999; O’ Donoghue，2003），試合時間（高橋，2007），

1．はじめに

　近年，女子テニス界はクルム伊達公子選手，杉山愛選

手のようにトップ10にランクインする選手を輩出できて

いないという現状がある。筆者は，これまで男子テニス

選手を対象として，男子 ATP ツアーにおけるランキン

グと年齢に関する分析を行い，男子 ATP ツアーで上位

のランキングにランクインするためには，実力を向上さ

せることと並行して，年齢に応じて段階的にランキング
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精神力（平田ほか，2005）などが報告されているが，ラ

ンキングに影響を及ぼす要因に関する研究は行われてい

ない。また，スポーツと年齢の関係についての研究は，

年齢と適正な練習内容の関係（Baker ほか，2003; Hodges 

ほか，2004）や，加齢による身体能力の低下（Horton ほ

か，2008），思春期前から成人までのサービスの運動学

的変化（Whiteside ほか，2013）のように，ほとんどが

個人の身体能力について検討するものである。テニスの

ランキングと年齢に関する研究では筆者の研究のほかに

男子選手を対象としたものはいくつかあり，ジュニアの

大会である国際テニス協会ジュニアサーキット（ITFJC）

から男子プロテニスツアーへの移行について検討された

ものや（McCraw，2011; Reid and Morris，2013），基準

と定めたランキングにランクインした際の選手の平均年

齢を求めているものがある（Kovacs ほか，2015）。

　本稿では女子選手のランキング上昇の過程を年齢とい

う観点から明らかにするために，三つの分析を実施する。

第一に，男子 ATP ツアーの分析で用いた指標である

「100位到達年齢」を用いて，男子と女子の選手年齢の比

較を行う。ランキング100位はグランドスラム大会に本

選から出場できるランキングであることから，プロテニ

ス選手としての成功のひとつの目安とみなせる（Kovacs 

ほか，2015）。その「100位到達年齢」の分布について男

女の比較を行うことで，ランキングと年齢という観点か

らの男女差を明らかにする。

　第二に女子 WTA ツアーにおける「ランキング推移表」

を作成し，ランキングを上昇させる過程の分析を行う。

この分析は，目標とするランキングに到達するために

は，各年齢時において何位にランクインしているべきか

を提示する。これまでの筆者の研究で，テニスツアーに

おいて目標とするランキングにたどり着くためには，「何

歳までに何位」という目標を段階的に達成していく必要

があることが明らかになっている。漠然とした長期目標

だけでなく，実現可能性の高い短期目標を設定すること

は，スポーツのパフォーマンスを向上させる上で重要で

ある（Locke and Latham，1985）。ランキングを戦略的

に上昇させるためにも，短期目標の設定によって選手の

パフォーマンスを向上させるためにも，これまでのテニ

ス選手がランキングを上昇させた際の過程を踏まえて大

会のスケジュールを組むことは役に立つ。

　第三に，「100位到達年齢」と「ランキング推移表」の

分析で明らかになった課題について検討すべく，初めて

女子 WTA ツアーに出場した年齢と最高ランキングとの

相関を求める。プロテニス選手にとって最も重要な指標

のひとつは，選手時代に達成した最も高いランキングで

ある「最高ランキング」である。「100位到達年齢」と「ラ

ンキング推移表」の分析結果から，WTA ツアーに初めて

出場した「WTA ツアー初出場年齢」が，最高ランキング

に影響を及ぼすのではないかと考え，WTA ツアー初出場

年齢とランキングの関係を求めた。

　これらの分析によって年齢とランキングの関係を計量

的に明らかにし，選手に具体的な目標，課題，解決策を

提案したい。

2．研究方法

2 - 1　対象データ

　世界女子テニスツアーは WTA（Women’s Tennis 

Association）によって統括される。WTA に認定された

大会はグランドスラム・プレミア・インターナショナ

ル・ITF の 4つのレベルに分けられ，大会レベルと試合

結果に応じて選手に WTA ポイントが与えられる。そし

て過去 1年間に獲得した WTA ポイントの合計から，そ

の週の WTA ランキングが決定される。WTA の WEB サ

イト（http://www.wtatennis.com/）には，WTA の選手

および大会の結果に関するすべてのデータが公開されて

おり，本稿で使用したデータはその WEB サイトから取

得した。

　対象とした期間は1995年 1月 2日～2016年 6月 7日の

1,101週分のランキングデータである。対象とした選手は，

下記に記す条件 1を満たし，条件 2または 3に該当する

選手に限定した。条件 1は，1995年に WTA ツアーへの

出場は14歳まで認められないという制限が設けられたた

め，その制限の影響を受けた選手のみとするためである。

条件 2と条件 3はプロとして本格的にツアーを転戦して

いる選手に限定するためである。その結果，対象となっ

た選手は775人である。この対象選手の氏名・生年月日・

国籍・出場大会・ランキング推移に基づいて分析を行っ

た。

　条件 1．生年月日が1981年 1月 1日以降

　条件 2． 2016年 6月 7日現在で ATP ランキング100位

に到達したことがある

　条件 3． 21歳から24歳まで継続的に WTA ポイントを

獲得している
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　さらに対象選手が10名以上いる国を対象に，WTA ツ

アー初出場年齢の国ごとの平均値と最高ランキングの国

ごとの中央値を求め，国ごとの特性を検討する。

3．結　果

3 - 1　「100位到達年齢」に関しての男女の比較

　図 1が100位到達年齢別の選手数の分布である。最頻

値が18歳の正規分布を描き，最も早く100位にランクイン

している選手が15歳で，最も遅く100位にランクインし

た選手が27歳であった。男子 ATP ツアーにおける100位

到達年齢の分布では100位到達年齢の最頻値は21歳であ

り（図 2），単純に比較すると女子プロテニス選手は男子

プロテニス選手よりも 3歳早く100位にランクインして

いる。

3 ‒ 2　ランキング推移表

　女子WTAツアーのランキング推移表を表 1に示した。

最も左の列が到達ランキング，左から二列目が経過ラン

キングである。また，最上段には経過ランキングにおけ

る各年齢が表示されている。たとえば，24歳以上もしく

は100位にランクインしたことがある選手のうち，17歳

時に経過ランキングが301位～500位だった選手の総数

は150名で，そのうち到達ランキング100位にランクイン

した到達人数は73名である。すなわち，17歳時に経過ラ

ンキングが301位～500位だった選手は，49％の割合で

100位にランクインしていることを示している。到達ラ

ンキングに到達する割合が75％以上の経過ランキングを

濃灰色，50％以上の経過ランキングを灰色，25％以上の

経過ランキングを薄灰色で色付けした。

2 - 2　分析の手順

2 - 2 - 1　「100位到達年齢」に関しての男女の比較分析

　100位にランクインした選手294人を対象に，「100位到

達年齢」の分布を求め，男女の比較を行う。

2 - 2 - 2　「ランキング推移表」の作成

　「到達ランキング」と「経過ランキング」というラン

キングに関する 2つの呼称を設定する。

　到達ランキングとは，選手が本人の生涯戦績のなかで

到達したランキングのことで，到達したか否かだけが評

価され年齢は考慮されない。その到達ランキングとして，

100位，50位，30位，10位を設定した。経過ランキング

とは，選手の各年齢時の最高ランキングである。経過ラ

ンキングとしては，701位～900位，501位～700位，301

位～500位，101位～300位，51位～100位，31位～50位，

11位～30位と設定した。そして，特定の経過ランキン

グにいた選手（例：20歳のとき101位～300位の間）のう

ち，その後何％が到達ランキングにランクインすること

ができたかを網羅的に求めたものがランキング推移表で

ある。なお，2016年 6月 7日現在23歳以下で各到達ラン

キングに達していない選手は，今後到達する可能性があ

るためそれぞれの分析から除外する。

2 - 2 - 3　WTAツアー初出場年齢とランキングの分析

　WTA ツアー初出場年齢と最高ランキングの相関分析

を行った。WTA ツアー初出場年齢は WTA ツアーに初

出場した時点での年齢を小数点以下 2ケタまで求めてい

る（15歳 6ヶ月で初出場した場合には，WTA ツアー初出

場年齢は15.50歳）。対象選手は最高ランキングに到達し

ていると考えられる24歳以上の選手を対象とした。
 
 
 

 
 

図 1 女子選手の 100 位到達年齢 
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図２ （参考）男子選手の 100 位到達年齢 （坂井, 2014） 
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図 2　（参考）男子選手の100位到達年齢（坂井，2014）図 1　女子選手の100位到達年齢
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表１ ランキング推移表 
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表 1　ランキング推移表
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ングの中央値を求めて，散布図にプロットしたものが図

4である。散布図における円の大きさは国別の選手数を

表しており，最も多い米国が54名，日本はロシアに次い

で 3番目に多く49名の選手がいる。日本は，選手数は多

いが，WTA ツアー初出場年齢が高く，最高ランキング

が低いという傾向が明らかになった。

3 - 3　WTAツアー初出場年齢とランキング

　WTA ツアー初出場年齢と最高ランキングを散布図に

プロットしたものが図 3である。スピアマンの相関係数

は0.51であり，WTA ツアー初出場年齢が低いほど最高

ランキングが高くなるという正の相関関係が認められ

た。

　国別に WTA ツアー初出場年齢の平均値と最高ランキ

 
 

 

 
図４ WTA 初出場年齢と最高ランキングの国別分析 
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図３ WTA 初出場年齢と最高ランキング 
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4．考　察

　本研究では，女子 WTA ツアーにおける年齢とランキ

ングの関係を明らかにしてきた。まず，女子プロテニス

選手が100位にランクインした年齢の分布を求め，男子

プロテニス選手との比較を行った結果，女子は男子より

もおおよそ 3歳も低い年齢で100位にランクインしてい

ることが明らかになった。

　次に，女子 WTA ツアーのランキング推移表を作成し，

女子WTAツアーにおいて選手が年齢との対応において，

いかにしてランキングを段階的に上昇させているかを可

視化した。年齢が高くなるほど，より上の到達ランキン

グに達する割合は低下する傾向が全体を通してみられ，

年齢とともに段階的に経過ランキングを上昇させる必要

性が確認できた。このランキング推移表は，到達割合

50％程度を目標設定の目安（到達ランキングを長期目標

とするときに達成しておきたい短期目標），25％以下の

割合でしか到達ランキングにランクインできていない年

齢を選手の限界を示す目安（その年までに到達ランキン

グにランクインできていないと目標達成は困難）と設定

し，長期目標（到達ランキング）を達成するための短期

目標（経過ランキング）の設定に役立てることができる。

100位にランクインするためには，女子の場合17歳まで

に500位にランクイン（到達割合49%）し，19歳までに

300位にランクイン（同51%）する必要があり，22歳を

過ぎても300位にランクインできていない場合100位にラ

ンクインすることは難しくなる。トップ選手の指標であ

る30位にランクインするためには，15歳までに500位に

ランクイン（到達割合65%）し，18歳までに100位にラ

ンクイン（同52%）することが求められる。

　100位到達年齢の分布での男子と比較して 3歳程度早

く100位にランクインしているという結果や，ランキン

グ推移表での100位へのランクインでも高校生（17歳）

の間に500位にランクインする必要があり，30位へのラ

ンクインを目標とするのであれば中学生（15歳）の時点

で500位にランクインする必要があるという結果は，選

手の実力のみだけでなく早くから WTA ツアーに出場す

るという「国際大会への意識の高さ」の重要性を示唆し

ている。そこで，国際大会への意識の高さの指標として，

初めて WTA ツアーに出場した年齢である「WTA ツアー

初出場年齢」を設定した。この WTA ツアー初出場年齢

と最高ランキングの相関分析を行った結果，やや強い相

関がみられた。100位到達年齢がテニスの実力の早熟性

の指標であるのに対して，WTA ツアー初出場年齢はテ

ニスへの意識の高さの早熟性の指標だといえる。100位

到達年齢の低年齢化にみられる選手の早熟化は，世界ツ

アーを目指すというプロテニス選手としての意識の早熟

化をも要求している。

　最後に，国別に WTA ツアー初出場年齢と最高ランキ

ングを求めた結果，日本は選手数が米国，ロシアに次い

で多い国であるにも関わらず，WTA ツアー初出場年齢

が最も高く，最高ランキングも極めて低いという結果に

なった。この結果は，WTA ツアー初出場年齢が遅いこ

とが日本人選手のランキングの上昇を抑制していること

を示している。現在の日本の学生テニス界の事情を踏ま

えて考察すると，日本の中高生にとって，女子 WTA ツ

アーよりも全国中学，インターハイなど国内の大会の結

果が重視される傾向にあることが，WTA ツアー初出場

年齢を高くしている要因と考えられる。特に女子の場合，

ランキング推移表に基づけば高校卒業後に WTA ツアー

に参戦するのでは遅すぎるため，プロテニス選手として

上位のランキングを目指すのであれば，国内の学生大会

に出場することと並行して WTA ツアーに出場しランキ

ングを上昇させていくことが不可欠である。

　筆者は，テニスの技術的な側面からではなく，年齢と

ランキングとの関係を計量的に可視化することにより，

テニス選手たちのランキングに対する意識を高め，その

目標達成のための一助となり得る結果を得ることを目的

として研究を行ってきた。本稿が次世代の日本テニス界

を担う選手やその指導者にとって，早くから世界に目を

向けて国際大会に出場し，ランキングを上げていくこと

への動機付けとなることを期待したい。
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